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1
日光江戸村御狩場新
築事業

栃木県
日光市

株式会社
時代村

代表取締役
野口　良一

店舗 1,038㎡ 2 11,280

　観光施設において地域の食材を提供する飲食店舗等の施設を建築するプロジェクト。
　なお、提案（補助要望）は、建設を前提とした設計のみである。
　CLTパネル工法と木造軸組工法による平面混構造の計画とし、CLT部分に軸組部の水平
力を極力負担させ、壁量を極力抑えつつ開放的な空間と構造安全性を確保した計画として
いる。床はCLT床パネルとし、最小限の壁に地震力を確実に伝達するため、同パネルを厚
み210ｍｍとするなど、工夫をはかっている。
　材料面では、構造材・内外装材ともに、地元産材である日光杉を積極的に用いる。
　軸組工法との混構造とすることで、コスト削減に加え地元施工者でも施工しやすくなる。地
元イベントにも積極的に施設を提供する計画であり、観光発展や地域活性化とともに、木造
建築物に関する普及・波及効果が期待される。

2

都市住宅に国産材を
たくさん使う杉三層クロ
スパネルJパネル
（CLT）

東京都
荒川区

渡辺　陽子 専用住宅 187.44㎡ 3 7,599

　準防火地域内で国産材を使用しながら準耐火建築物を木材現しで創るプロジェクト。
　木造軸組工法のもと、杉三層クロスパネル（薄板CLT・Jパネル）を床、壁、天井、野地(屋
根)に面材として使用し、既存の告示仕様や大臣認定仕様を丁寧に組み合わせて採用する
ともに、柱・梁は燃えしろ設計することで、45分準耐火構造としながら内部の木の現しを実
現している。
　材料面では、鳥取県で生産する杉三層クロスパネルと鹿児島県で生産するCLT材をすべ
ての床、壁、屋根に使用している。
　都市部の準防火地域に多く見られる小規模な３階建て木造住宅に関し、必要な防耐火・
耐震性能と潜在的なニーズは高いとみられる内部の木の現し仕上げを両立させた計画とい
える。薄板CLT材は町場の工務店でも利用しやすいこと、建築主も公開に協力する意向で
あることから都市部既成市街地の小規模木造住宅のモデルとして普及・波及効果が期待さ
れる。

3

ＣＬＴパネル工法による
店舗+店舗付き住宅
（仮称）代官山猿楽町
プロジェクト新築工事

東京都
渋谷区

有限会社
シンタニ

代表取締役
新谷　修

店舗
店舗付き

住宅
179.63㎡ 3 14,790

　都内初のCLTパネルエ法による店舗及び店舗付住宅の新築プロジェクト。
　準防火地域内で、地下は１階RC造、地上３階は木造（ＣＬＴパネル工法）の立面混構造の
計画とし、１時間準耐火構造の燃えしろ設計により天井、壁、柱を現し仕上げとしている。
　外壁開口面にＣＬＴ壁パネルを露出させることによる新たなファサードの形成、柱梁部材
の併用による開放的な空間の確保、CLT床パネルを斜めにすることによる床下設備スペー
スの最小化と居室空間の最大化といった工夫を図っている。
　材料面では、CLT版の利用や構造材に積極的に国内産の杉を使用している。
竣工後には、内覧会等を企画するとともに、設計者のホームページへの掲載や建築関連雑
誌などに掲載依頼し、設計・施工の技術･ノウハウを積極的に公開する意向である。都心部
の既成市街狭小地における同規模ビルの建替えや新築への CLTパネル工法の普及･波及
性が期待される。
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4
国際基督教大学　新体
育施設　建設プロジェ
クト

東京都
三鷹市

学校法人
国際基督教大

学
理事長

北城　恪太郎

体育館 3,895㎡ 2 354,150

　大学において次の60年を見据えて体育施設の再整備を行うプロジェクト。
　準防火地域における大規模建築を実現するため、ＲＣ造部分を介して３棟をそれぞれ
1,500㎡未満で配置し、燃えしろ設計も行い、全体として、木造とＲＣ造の併用の１時間準耐
火構造で、内部は木の現し空間としている。
　在来工法による30ｍ超スパンの木造アーチ架構（メインコート棟）、ＬＶＬと合板のＶ字型折
板構造による15ｍ越スパンと12ｍの片持ち庇（エントランス棟）といった多様な屋根架構を
提案している。ＣＬＴの新たな利用方法として、ＲＣ柱の型枠にＣＬＴを使い、そのまま仕上げ
としている。
　エントランスでは木の空間がガラス越しに見られるなどの工夫を図っている。
材料面では、仕上げ材・化粧材は国内産の杉、檜等を可能な限り使用するとともに、木材を
早期にプレカットし、工期の短縮を図る計画である。 
　大学のスポーツ施設を既存技術を組み合わせて積極的に木造化・木質化していることか
ら、汎用性のある大規模木造築物のモデルとして、普及・波及効果が期待される。

5
北房地域新教育環境
整備事業

岡山県
真庭市

岡山県真
庭市長
太田 昇

その他
（認定こど

も園）
1,685.79㎡ 2 138,850

　真庭市北房地域の４小学校、３幼稚園、２保育園を再編した小学校と認定こども園を、同
一敷地内に合築するプロジェクト。
　補助対象として要望している認定こども園については、CLTパネル工法と在来床組工法を
組み合わせた構造を主に、大空間（遊戯室）には大断面集成材によるラーメン架構を組合
せ、さらにCLT版の屋根と小屋組集成材架構が一体となった構造計画としている。また、保
育室の必要間口5.8ｍを確保したCLT架構を提案している。
　45分準耐火構造で、内部は、燃えしろ設計によりCLT版を現し仕上げとしている。防火・避
難上の工夫も見られる。
　材料面では、外層を檜・内層を杉とした耐力壁のCLT板を開発し、地域の供給能力に見
合った木材利用計画とし、真庭市産材を適材適所に活用してゆく計画としている。
　本件は、真庭市でのこれまでのCLT建築物にない新たな取組が見られるものであり、全
体として、様々な機能・用途の建築物におけるCLT板の活用のモデルとして期待される。
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6
（仮称）アイサワ工業株
式会社様社員寮新築
工事

岡山県
岡山市

アイサワ工業
株式会社

取締役社長
逢澤　寛人

共同住宅 1,066.50㎡ 3 49,610

　岡山市に計画する３階建ての環境に配慮した社員寮を建築するプロジェクト。
　CLTパネル工法を主体構造とし、非耐力要素の壁部分を適材適所で木造軸組工法として
いる。これにより、施工性だけでなくコストパフォーマンスの向上と施工期間の短縮が見込
んでいる。。さらに、天井のリブ付きCLTパネルと組合せ、将来の入寮世帯の変化に対応
し、二戸一化（１ＤＫ→１LDK又は2DK）を容易に行える空間を実現しようとする計画である。
　また、１時間準耐火構造で、内部の一部は、燃えしろ設計によりCLTパネルを現し仕上げ
としている。
　材料面では、CLTについては、極力、岡山産材を使用する計画であ。
　ＣＬＴパネル工法の同種建築物のモデルとして、普及性・波及性が期待される。

7
北川村温泉ゆずの宿
改築工事

高知県
安芸群
北川村

高知県
北川村長
上村　誠

宿泊施設 1,502.82㎡ 2 93,964

　高知県東部の数少ない温泉施設としてアピールできる観光施設を建設するプロジェクト。
　CLTパネル工法とＲＣ造を組合せて別棟とし、本館は、CLT工法の３棟、RC造２棟(耐火建
築物)、浴室棟：RC造一部木造１棟(準耐火建築物（45分）) で構成。
　CLTパネル工法を主に、ウォールガ－ダー(２階に配置する大版CLTパネル)が２階床CLT
パネルを支えることで長スパン構造を実現するとともに、小屋組、屋根は木造軸組工法を
採用している。
　また、ＬＴパネル工法部分の内部をＣＬＴ現しとするとともに、、RC造部分も木材を内装に
積極的に用い、木質化を図っている。
　材料面では、木材は村有材から配給を計画しており、直材は梁とし、小曲材はCLTとして
利用することにより、地域内での加工率を高めて地域経済の活性化を図る計画である。
　地域材をCLT等に活用し、CLTの現しを適切なコストで実現する建築物のモデルとして、
普及性・波及性が期待できる。

　注）各施設の計画内容は見直されることがあるものです。

3/3


